
私の提案

Withコロナ時代の室内緑化～社会インフラへの道
山　下　容　子

　2020 年、それは東京オリンピック・パラリンピックに
沸き立つ活気に満ちた日本のはずだった。しかし、新型
コロナウィルスの襲来により、事態は一変、大小さまざ
まなイベントが中止や延期となり、外出することさえも
制限される日常が訪れた。当初は、見えざる敵をいか
にして制圧するか、という視点で語られていたが、やが
て人々は、コロナとともにどう生きるか、すなわちWith
コロナへと発想を転換し、感染予防に努めながら経済
活動を行う道を選択。新しい生活様式なるものも定義さ
れ、通勤不要の在宅ワークが社会に溶け込む時代になっ
た。パソコンと向き合いながら仕事をし、会議も飲み会
もオンライン。在宅ワークはコロナ収束後の Postコロナ
時代もそのまま定着する、との見方が有力で、オフィス
面積削減を打ち出す企業も出てきている。
　自宅がオフィスに―。私は今こそ、住宅の室内緑化の
必要性に言及したい。
　私は東京都議会議員として室内緑化推進に取り組ん
だ。パソコンやプリンターなどからはホルマリンやトル
エン等の揮発性有機化合物 (VOC) が放出され、室内空
気を汚染している。植物には VOCを吸収、分解して無
毒化する化学的な力があり、働く人の健康被害を防ぐた
めにオフィス内の緑化を進めるべきだと訴えた。そして
東京都農業振興プランに、室内緑化という植物の新た
な利活用の道が初めて記されるに至った。

　住宅の室内緑化は、建築資材やパソコン等から放出
されるVOC による健康被害を防ぐことになる。また、
植物の蒸散作用による打ち水効果は暑い時期の強い味
方だ。タワーマンションの高層階では、屋外の緑のカー
テンの設置は無理だが、室内の窓辺なら可能だ。室温
上昇が抑制できればエアコンのフル稼働を防ぐことがで
き、室外機の温風によるヒートアイランド現象の緩和な
ど、都市環境や地球環境への負荷も低減する。
　そして世の中で室内緑化が進めば当然、生産者や植
物産業全般が活気づく。花葉会会員が旗振り役となっ
て住宅の室内緑化を推進してはいかがだろうか。
　これまで室内緑化は観葉植物主流であったが、それ
だけではなく、日本古来のもの、耐寒性にすぐれたもの、
花鉢等にも改めてスポットライトを当てる。また切花も、
根は無くても命があり、植物としての働きは有する。一
般住宅用として今一度、室内緑化植物の洗い出しをす
ることが望ましい。そして、植物の力を世の中にアピー
ルすることも忘れてはならない。世間一般には、植物の
力として「癒し」を挙げる人が多いが、花と緑の専門家
である花葉会会員ならば、前述の化学的な力や打ち水
効果を説明することができる。
　会員各位の行動により、世の中は変えられる。室内
緑化を社会のインフラにする。そのために、共に力を合
わせていくことができれば幸せだ。
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